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ヴィトマン
ミューズの涙（1993/96）

Widmann: Tränen der Musen 
 [J.Widmann, N.Aoki & H.Nagano]

ベルク
4つの小品 Op.5
Berg: Vier Stücke Op.5  

 [J.Widmann & H.Nagano]

ラヴェル
ヴァイオリンとチェロのためのソナタ

Ravel: Sonate pour violon et violoncelle 
 [N.Aoki & T.Sasanuma]

メシアン
世の終わりのための四重奏曲

Messiaen: Quatuor pour la fin du temps

Saturday, 15 November 2025 13:00
TOPPAN HALL13:00 開演

全席指定 7,000円   U-25 3,500円
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せ、すでに複雑にして卓越した才能の閃きを感じさせる。もっ
ともこれを現在の（クラリネット奏者）ヴィトマンが演奏する
と、そうした側面よりもクラリネット奏者としての個性や独特
のアクの強さが前面に押し出され際立ちそうな気もするが…。
同時代を生きてきた経験豊かな名手、永野英樹がそのあたりを
どのように支え、コントロールするかがみものだ。〈ランチタ
イムコンサート〉以来久々の登場となる青木尚佳の成長ぶりと
アンサンブルをまとめ上げる手腕にも期待。ベルク作品ではよ
りヴィトマンと永野の感性のぶつかり合いが楽しめそう。2人
の感覚と読みのズレがどう作用するか。なかなか真価をライヴ
で聴けない作曲家だけに新鮮なベルク誕生を願わずにはいられ
ない。ラヴェルも目が離せない二重奏。ジュニア時代から一緒
にオケで研鑽を積んできた青木と笹沼がデュオとしての初共演
を飾る。少年・笹沼がきっと憧れのまなざしで見ていたに違い
ない先輩・青木の後ろ姿。大きく成長したいま、充実の二重奏
として結実する日が来た。
　異なるバックボーンと個性を持つ4人の名手が前半3つの出
会いを踏まえ、メシアンの大作《世の終わりのための四重奏
曲》で集結する。ドイツの森の馥郁たる香りと牙をむいた時の
恐ろしさをどこか感じさせるヴィトマンが、TOPPANホールで
出会った3人との《世の終わり》でどのような作品像を描くの
か。4つのバラバラな個性が放つ光が作品に照射され、濃密な
時間が紡がれ、独自の魅力に発展することを期待せずにはいら
れない。さらに今回の出会いが今後世界各地での演奏へと拡
がってくれることも願って…。

プログラミング・ディレクター　西巻正史

　イェルク・ヴィトマン。ヨーロッパ随一の人気作曲家にし
て、スーパー・クラリネット奏者の顔もあわせ持つ。それだけ
でも多忙を極めることが想像に難くないが、さらに指揮も積極
的に引き受け、独自の分析力を活かし存在感を放つ。そんなマ
ルチタレントでありながら、作曲にパソコンは使わず今なお手
書き、私生活でも超アナログな側面を随所に見せる。どこまで
も魅惑的で純朴な素顔が音楽にも投影され人はますます惹かれ
ていくのだろう…。そんなヴィトマンと、日本の名手、精鋭を
出会わせることを狙ったコンサート。初めての出会いが生む緊
張と興奮を客席にそのままお届けしたい。

　コンサートは、ヴィトマン若き日の作品で始まる。20歳そ
こそこのヴィトマンは当時の時代感覚もしっかり踏まえなが
ら、知と情のバランスを保ちつつ、東洋的な美的感覚さえ漂わ
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